
メディアを用いた交通安全啓発         情報システム 

１０番 兼山 隼輔 
 

「歩行者が待っているのに車が止まってくれない」 

・クラスメイトに協力してもらい撮影 

・実際に横断歩道前に立つのは難しかったため、 

人と無人の道路を別で撮影 

・人、車、道路・背景、空の画像を合成 

・車は横方向にぼかし、走り去る様子を演出 

・なるべく違和感を消すため、明るさ、境界線を調整 

・インパクトを与えるため、中央に大きく文字を配置 
 

・道路上の「ダイヤマーク」

の意識を呼び掛け 

・印象を与えるため、中央に 

大きくマークを配置 

・認知を問うコピーを掲載 

 

●動機 

日々のニュースで交通事故について知り、交通についての啓発をしたい。 

●情報収集 

○郡上警察署交通課の方にインタビュー 

・全体的には事故は減少傾向 

・横断歩行者妨害違反に重点 

・事故は人が多い場所に多い 

○岐阜県の交通情勢(インターネットで調査) 

・交通事故負傷者数全国ワースト 21 位 

・人口 10 万人当たりの交通事故死亡者数全国ワースト８位 

・横断歩道の停止率 16％ 

●作品制作 

ＣＭ⇒ポスター制作 

ドラレコの映像を使いＣＭ制作をしようとしたが、素材不足から、 

ポスターに変更 

○制作手順 

《構成決定》 

何を伝えたいのか、どういう配置にするのか決定。 

《素材撮影・収集》 

必要な素材撮影、情報まとめ。 

《編集》 

画像や情報を編集。気になった点はアレンジ。 

 
             

    

             
             

 

 

 

●完成したポスター 

●まとめ 

ＣＭ制作の予定だったが、 

ポスターに変更してしまった。 

また、制作したものはどこか 

で使ってもらう予定だったが、 

実現しなかった。今回の研究は、自分の身の回りで起こっていることを改めて知る

きっかけとなってよかった。また、啓発のために何を、どのように表現すると伝え

ることができるか、作品を制作する中で考えることができた。今回の経験・知識を

将来に活かしたいと思う。 

インタビュー協力：郡上警察署  出典： https://www.pref.gifu.lg.jp/police/tokei/jiko-tokei/index.data/H30_gifukennnoiti.pdf 

https://jaf.or.jp/common/safety-drive/library/survey-report/2019-crosswalk 

 

 

 

 


